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論文内容の要旨
本論文は，エレクトロルミネッセンス (E L) 表示装置を対象とし特にカラー化のための蛍光体薄
膜，素子構成，および表示パネル作成技術に関するものであるO 蛍光体薄膜においては，薄膜を各種形
成法により作成し，作成条件と結晶特性や電気光学的特性との関係を明らかにした。また，素子構成と
表示パネル作成については，低電圧で長時間にわたり安定に駆動ができる，誘導体薄膜材料および構成
を提案し，さらに， 10 インチのマルチカラー表示装置の試作結果について論じたものである。
本論文は 7 章から構成されているO
第 1 章では，高度情報化社会における表示装置の重要性，およびEL表示装置の特徴，位置づけ，課
題について述べたあと蛍光体薄膜を中心に研究状況を解説した。
第 2 章では，従来より真空蒸着法で作成されている Zn S : Eu 蛍光体薄膜に含まれる微小粒子の発
生原因を明らかにし，微小粒子を低減するための新しい蒸着装置，作成プロセス，および大粒経 Zn S 
焼結体ペレットについて述べた。
第 3 章では，高周波スパッタリング法により，非熱、平衡状態で形成した Sn02: Eu 蛍光体薄膜の，
異常な結晶構造の凍結により生じた Eu3 + イオンの発光について，また，希土類元素 (R E) と共付活
剤としての燐 (P) を添加した ZnS:RE ， P 蛍光体薄膜において， P がその結晶性や発光特性にお
よぼす影響について検討した。
第 4 章では，蛍光体薄膜の組成比の精密な制御と結晶性の向上を目的とし， S r S : Ce, Cl 薄膜を
活性蒸着法により，また， CaS エピタキシャル薄膜，および新しい蛍光体母体材料として期待される，
ウルツ鉱型 Mn S エピタキシャル薄膜を分子線エピタキシ一法により成長させ，それぞれの電気光学
的特J性や結晶特J性について考察した。
第 5 章では，高誘電率誘電体薄膜を用いた 2 重絶縁構造EL素子において，低電圧駆動ができ，かっ
微小欠陥での絶縁破壊による電極断線が起こりにくい誘電体薄膜材料，および、構成について検討を行っ
た。また輝度-電圧特性の経時的なシフト現象を解明し，安定な発光特性を有する素子構成を提案し，
その有効性を検証した。
第 6 章では，カラー EL表示装置の可能性を調べるため， Zn S : T b , F 蛍光体薄膜を用い，
512 X 384 絵素からなる 3 色表示が可能な 10インチマルチカラー EL表示装置を試作し，特性を評価
検討した。
第 7 章では，これらの研究結果を総括して本研究の結論を述べた。
論文審査の結果の要旨
高度情報社会においてはマンーマシン インターフェイスとして優れた性能の表示装置が必要とな
る O 本論文は，自発光型で全国体式という優れた特徴を有するエレクトロルミネッセンス表示装置の開
発を目的とし，カラー化のための蛍光体薄膜技術，素子構成技術，および表示パネル作成技術に関する
研究開発に際して得られた成果をまとめたもので，その主な成果は以下の通りである。
(1) Zn S : Mn蛍光体薄膜中の微小欠陥の要因を解明し，その対策技術を提案するとともにその有効
性を実証しているO
(2) スパッタリング法の特徴を蛍光体薄膜の作成に応用し 発光中心として希土類元素が添加された
Zn S 薄膜へ，共付活剤として燐の導入を提案し，その有効性を実証しているO
(3) 反応性蒸着法により組成比の優れた SrS: Ce 蛍光体薄膜を作成し，高効率蛍光体薄膜材料とし
て有望であることを見出しているO またウルツ鉱型 Mn S 薄膜のエピタキシャル成長にはじめて成
功し，広いバンドギャッフ。を有することを見出しているO
(4) 低電圧駆動が可能で，絶縁破壊，および薄膜誘電材料を提案するとともにその有効性を実証してい
る。
(5) 3 色表示が可能な 10 インチマルチカラー EL表示装置を試作し薄型軽量の高品位表示装置とし
ての可能性を見出している O
以上のように本論文は EL表示装置に関して，蛍光体薄膜技術，低電圧で安定な駆動が可能な素子構
成技術，およびカラー表示パネル作成技術を確立したものであり，電子工学の発展に寄与するのみなら
ず，電気・電子工学や材料工学にも資するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも
のとして認めるO
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